
資料２ 

令和４年度「可児市多文化共生推進計画」の進捗状況について 

 

１．評価の方法 

 推進計画には４つの施策の柱があり、行政や各種団体が行う具体的な取り組みが 59 項目掲げられ

ています。項目ごとの主な取り組み主体が進捗状況の把握と自己評価を行いました。 

 

２．評価結果 

 

施策の柱 基本施策 施策数 

評 価   

次 項 

詳細項目 

番 号 

計画 

以上 

計画 

どおり 

遅延・ 

未着手 

Ⅰ 言語における共生 
1 日本語の学習支援 ５  ５  １～５ 

2 多言語情報等の提供 ６  ６  ６～11 

Ⅱ 子どもの教育に 

おける共生 

1 教育環境の整備 ５  ５  12～16 

2 就学支援の推進 ６  ６  17～22 

Ⅲ 暮らしにおける共生 

1 相談体制の充実 ５  ５  23～27 

2 生活基盤の充実 ５ １ ４  28～32 

3 社会基盤の充実 ８  ８  33～40 

4 防災体制の充実 ９  ９  41～49 

Ⅳ 地域社会における

共生 

1  多文化共生の 地 域  

づくり 
７  ７  50～56 

2 まちづくりへの参画 ３  ３  57～59  

合    計 59 １ 58 ０  

                                    

計画以上の項目について 

 Ⅰ 暮らしにおける共生  項目 32「就業に必要な日本語能力の取得やスキルアップの支援」 

 可児市国際交流協会より説明 

 

遅延・未着手の項目について 

   なし 


